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Shizuoka
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河津町

南伊豆町

西伊豆町

松崎町
下田市

伊東市伊豆市

伊豆
地域

邑24

　日本一高い富士山や日本一深い駿河湾など、変化に富んだ地形
と清らかな水に恵まれた静岡県は、農作物や水産物の品目数にお
いて全国トップクラス。この豊かな食材を生産する県内の農山漁
村には、棚田や茶畑といった美しい風景に加えて、古くから伝わ
る文化や伝統が息づく地域それぞれの「宝（資源）」があります。
　
　「ふじのくに美しく品格のある邑」とは、地域の宝を大切に思
い、それを守り、次世代につなげていこうとする人々が集まって、
真摯に活動を行う理想の農山漁村として「ふじのくに美しく品格
のある邑づくり」連合が認定した地域（邑）です。平成24年度に
県内35市町の45地域が認定されたのを皮切りに、毎年登録数が
増え続け、令和元年12月現在で133地域が名を連ねています。
　
　「ふじのくに美しく品格のある邑」は、深い山々に囲まれた山間
地の集落から、周囲が市街地化された農園まで、その個性はさま
ざまです。
　周辺環境だけに留まらず、規模の大小、文化や歴史、特産品や
名物など、133の地域にはそれぞれに特徴があり、県全域で多彩
で多様な魅力を形成しています。
　
　また、そこで活躍する人々も魅力的です。自分たちの地域を愛
し、活動に誇りを持つ人たちの自信に満ちた姿は、訪れる人に
とって、忘れられない「美しい思い出」となるはずです。
　
　「ふじのくに美しく品格のある邑」の詳しい情報は連合のホー
ムページにあります。魅力的な場所、地域の特産品、参加できる
イベント情報なども掲載されているので、まずは気になる邑を訪
ねてみましょう。

ふじのくに
美しく品格のある邑って?

む ら

新登録

新登録

新登録

中部
地域

邑36

東部
地域

邑25
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殿
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【北遠エリア】（浜松市）

「ふじのくに美しく品格のある
邑づくり」連合とは、邑づくり
の趣旨に賛同した県内全35市
町、静岡県が会員となり、「美
しく品格のある邑」の魅力向上
やブランド力強化のために、広
報活動、情報収集、調査研究
を行い、「美しく品格のある
邑」についての審査・登録事務
を行う組織です。

〈令和元年12月現在〉

「ふじのくに美しく
品格のある邑づくり」連合とは

表紙／三島箱根西麓地区〈三島市〉
箱根山西麓に位置する丘陵地は、水はけの良い火山灰
土壌で、江戸時代後期に開墾が進みました。雄大な富士
を背景に、箱根西麓野菜が斜面に織りなすパッチワーク
模様や、冬の風物詩「大根干し」は、写真愛好家に人気
のフォトスポットにもなっています。（第4回静岡県農村の
魅力フォトコンテスト入賞作品／「富士に見守られて」山
田司朗）

むらとりっぷ
───────── 15

─────── 16

南条の里（富士宮市） ──────── 11

静岡大学
伊浜地区（南伊豆町） ─────── 13

イベントカレンダー ────── 17

小谷あゆみの「むらレポ」 Vol.15
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峻
険
な
天
城
峠
か
ら
相
模
灘
へ
と
広

が
る
花
と
湯
の
里
・
河
津
町
。
そ
の
北

東
端
に
位
置
す
る
伊
豆
見
高
入
谷
高
原

は
、
美
し
い
伊
豆
今
井
浜
海
岸
か
ら
車

で
10
分
ほ
ど
上
っ
た
山
あ
い
の
邑
で

す
。
海
を
臨
む
緩
や
か
な
丘
陵
地
は
、

古
く
か
ら
農
業
が
盛
ん
で
、
種
類
豊
富

な
柑
橘
を
は
じ
め
、
キ
ヌ
サ
ヤ
な
ど
の

野
菜
に
イ
チ
ゴ
、
花
卉
類
を
栽
培
す
る

畑
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
点
在
し
、
素
朴

な
農
村
風
景
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
緑
深
き
森
の
中
に
、
秘
か
な

名
湯
が
あ
り
ま
す
。
国
道
１
３
５
号
線

か
ら
真
っ
す
ぐ
伸
び
る
農
免
道
路
を
進

む
と
た
ど
り
着
く
、
伊
豆
見
高
入
谷
高

原
温
泉
で
す
。
元
別
荘
地
に
あ
っ
た
源

泉
を
邑
お
こ
し
に
活
用
し
よ
う
と
、
２

０
０
７
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
立
ち
寄
り

湯
は
、
地
区
で
結
成
し
た
同
温
泉
組
合

を
主
体
に
地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
加
わ
っ
て
、
邑
び
と
み
ん
な
で
管
理

む
ら
の
声
mu

ra note file No

#01
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
「
ア
ル
カ
リ
性
単
純
泉
な
の
で
、
肌

が
す
べ
す
べ
に
な
り
ま
す
よ
」
。一
番

の
自
慢
は
、
福
司
康
人
組
合
長
も
胸

を
張
る
、
良
質
の
温
泉
。
加
温
は
あ
る

も
の
の
、
無
加
水
・
源
泉
か
け
流
し
の

湯
は
、
ク
セ
が
な
く
、
し
っ
と
り
な
め

ら
か
。
地
元
木
材
を
使
っ
た
落
ち
着
き

あ
る
建
物
も
、
邑
び
と
の
尽
力
で
清
潔

に
保
た
れ
、
ゆ
っ
く
り
と
寛
げ
ま
す
。

一
室
７
人
ま
で
宿
泊
可
能
な
コ
テ
ー
ジ

も
併
設
。
満
天
の
星
空
に
小
鳥
や
虫
た

ち
の
声
…
大
自
然
に
抱
か
れ
た
環
境

は
、
静
か
で
心
地
良
く
、
グ
ル
ー
プ
や

家
族
連
れ
に
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

　

そ
ん
な
癒
し
処
の
も
う
一
つ
の
名
物

が
、
直
売
組
合
が
提
供
す
る
地
場
農

産
物
で
す
。
地
元
農
家
が
届
け
る
採

れ
た
て
の
旬
野
菜
や
果
実
は
、
種
類
も

多
く
、
何
よ
り
安
心
安
全
。一
袋
１
０

０
円
な
ど
の
良
心
価
格
で
、
地
元
民
の

美
肌
の
湯
と
新
鮮
野
菜
の

直
売
が
自
慢
の

癒
し
処
で
活
性
化
へ
！

●車／東名高速沼津ICまたは新東
名高速長泉沼津ICから伊豆縦貫自動
車道・国道414号経由で約90分 
●電車／伊豆急行線河津駅または
伊豆稲取駅からタクシーで約10分

伊豆見高
入谷高原
いずみだかいりやこうげん

賀茂郡河津町見高2064-13
（伊豆見高入谷温泉施設）

地
域
の
絆
と
ふ
れ
あ
い
を
育
む

緑
麗
し
高
原
の
秘
湯

台
所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
直
売

組
合
は
、
町
の
軽
ト
ラ
市
や
他
地
域
の

催
し
に
も
積
極
的
に
参
加
。
各
所
で
好

評
を
得
る
こ
と
が
、
生
産
者
の
栽
培
意

欲
を
高
め
、
農
地
保
全
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
素
晴
ら
し
い
温
泉
資
源
を
広
め

よ
う
と
、
邑
で
は
毎
年
11
月
23
日
に
施

設
前
で
「
紅
葉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
猪
鍋
、
餅
つ
き
大

会
、
ミ
カ
ン
餅
の
無
料
振
る
舞
い
の
ほ

か
、
農
産
物
販
売
は
30
分
で
完
売
す
る

ほ
ど
の
大
盛
況
。
い
ま
や
邑
の
若
者
た

ち
も
積
極
的
に
参
加
・
協
力
す
る
一
大

イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
こ
は
、
地
区
住
民
の
縦
横
の
つ
な

が
り
を
結
ぶ
場
所
で
も
あ
る
ん
で
す
」

と
組
合
員
の
遠
藤
秀
留
さ
ん
。
邑
の
絆

と
他
所
と
の
ふ
れ
あ
い
を
育
む
癒
し
の

湯
は
、
じ
ん
わ
り
と
身
心
を
温
め
て
く

れ
ま
す
。

2007年に開業した伊豆見
高入谷高原温泉。年間利用
者は約1万人にのぼります。
中央は福司康人組合長、左
は役員の遠藤秀留さん、右
は職員の板垣秀樹さん。
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むら
の声

　

峻
険
な
天
城
峠
か
ら
相
模
灘
へ
と
広

が
る
花
と
湯
の
里
・
河
津
町
。
そ
の
北

東
端
に
位
置
す
る
伊
豆
見
高
入
谷
高
原

は
、
美
し
い
伊
豆
今
井
浜
海
岸
か
ら
車

で
10
分
ほ
ど
上
っ
た
山
あ
い
の
邑
で

す
。
海
を
臨
む
緩
や
か
な
丘
陵
地
は
、

古
く
か
ら
農
業
が
盛
ん
で
、
種
類
豊
富

な
柑
橘
を
は
じ
め
、
キ
ヌ
サ
ヤ
な
ど
の

野
菜
に
イ
チ
ゴ
、
花
卉
類
を
栽
培
す
る

畑
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
点
在
し
、
素
朴

な
農
村
風
景
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
緑
深
き
森
の
中
に
、
秘
か
な

名
湯
が
あ
り
ま
す
。
国
道
１
３
５
号
線

か
ら
真
っ
す
ぐ
伸
び
る
農
免
道
路
を
進

む
と
た
ど
り
着
く
、
伊
豆
見
高
入
谷
高

原
温
泉
で
す
。
元
別
荘
地
に
あ
っ
た
源

泉
を
邑
お
こ
し
に
活
用
し
よ
う
と
、
２

０
０
７
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
立
ち
寄
り

湯
は
、
地
区
で
結
成
し
た
同
温
泉
組
合

を
主
体
に
地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
加
わ
っ
て
、
邑
び
と
み
ん
な
で
管
理

運
営
し
て
い
ま
す
。

　
「
ア
ル
カ
リ
性
単
純
泉
な
の
で
、
肌

が
す
べ
す
べ
に
な
り
ま
す
よ
」
。一
番

の
自
慢
は
、
福
司
康
人
組
合
長
も
胸

を
張
る
、
良
質
の
温
泉
。
加
温
は
あ
る

も
の
の
、
無
加
水
・
源
泉
か
け
流
し
の

湯
は
、
ク
セ
が
な
く
、
し
っ
と
り
な
め

ら
か
。
地
元
木
材
を
使
っ
た
落
ち
着
き

あ
る
建
物
も
、
邑
び
と
の
尽
力
で
清
潔

に
保
た
れ
、
ゆ
っ
く
り
と
寛
げ
ま
す
。

一
室
７
人
ま
で
宿
泊
可
能
な
コ
テ
ー
ジ

も
併
設
。
満
天
の
星
空
に
小
鳥
や
虫
た

ち
の
声
…
大
自
然
に
抱
か
れ
た
環
境

は
、
静
か
で
心
地
良
く
、
グ
ル
ー
プ
や

家
族
連
れ
に
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

　

そ
ん
な
癒
し
処
の
も
う
一
つ
の
名
物

が
、
直
売
組
合
が
提
供
す
る
地
場
農

産
物
で
す
。
地
元
農
家
が
届
け
る
採

れ
た
て
の
旬
野
菜
や
果
実
は
、
種
類
も

多
く
、
何
よ
り
安
心
安
全
。一
袋
１
０

０
円
な
ど
の
良
心
価
格
で
、
地
元
民
の

邑び
とメ
ッセ

ージ

福司 康人さん

小規模でも泉質は
有名施設に負けません！

河津町見高で生まれ育つ。
元は農家でイチゴなどを栽
培。見高地区の役員・区長を
歴任し、現在は伊豆見高入
谷高原温泉組合長を務める。

台
所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
直
売

組
合
は
、
町
の
軽
ト
ラ
市
や
他
地
域
の

催
し
に
も
積
極
的
に
参
加
。
各
所
で
好

評
を
得
る
こ
と
が
、
生
産
者
の
栽
培
意

欲
を
高
め
、
農
地
保
全
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
素
晴
ら
し
い
温
泉
資
源
を
広
め

よ
う
と
、
邑
で
は
毎
年
11
月
23
日
に
施

設
前
で
「
紅
葉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
猪
鍋
、
餅
つ
き
大

会
、
ミ
カ
ン
餅
の
無
料
振
る
舞
い
の
ほ

か
、
農
産
物
販
売
は
30
分
で
完
売
す
る

ほ
ど
の
大
盛
況
。
い
ま
や
邑
の
若
者
た

ち
も
積
極
的
に
参
加
・
協
力
す
る
一
大

イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
こ
は
、
地
区
住
民
の
縦
横
の
つ
な

が
り
を
結
ぶ
場
所
で
も
あ
る
ん
で
す
」

と
組
合
員
の
遠
藤
秀
留
さ
ん
。
邑
の
絆

と
他
所
と
の
ふ
れ
あ
い
を
育
む
癒
し
の

湯
は
、
じ
ん
わ
り
と
身
心
を
温
め
て
く

れ
ま
す
。

伊豆見高入谷高原温泉
は、施設は大きな有名どこ
ろにかないませんが、湯の
質は負けないと自慢できま
す。ただ、特に宿泊の方に
は、一般宿とは違って様々
な要求にお応えするのは難
しい、その点はご了承いた
だきたいです。この地区
は、古い部分もあります
が、何かあれば皆が集まり
協力してくれる。今後は若
者たちにも、施設の意義を
理解し、つないでいってほ
しいと思います。

❶

❷

❸

❶❷施設内の直売所では、地場の新鮮野
菜や果物、梅干し・ジャムなどの加工品を販
売。旬の採れたて野菜は、色つやも鮮やか。
❸柑橘畑とともに点在する畑では、キヌサヤ
やサニーレタスのほか珍しい野菜も積極的
に作られています。

❸❹草木や昆虫の名前、木の実を使った工作
など、豊かな自然を題材に自然教室を開催　
❺農業体験では足踏み脱穀機を使って脱穀作
業やしめ縄づくりを指導しています。

遊びに来て!

自家源泉かけ流しの立ち寄り湯「伊豆見高
入谷高原温泉」は、無味無臭・低刺激のア
ルカリ性単純泉で、神経痛や美肌に効果
的。毎日湯を抜いて清掃しているためキレイ
で気持ち良く、のんびり楽しめます。シャン
プー・リンス、ボディーソープ完備。小タオル
も販売。手ぶらで来ても大丈夫です。

伊豆見高入谷高原温泉の
もう一つの目玉は、農免道
路から見下ろす相模灘の絶
景！ 帰り道まで楽しめます。

3室あるコテージは一人一泊
3,800円で利用可能。一般的
な旅館やホテルのようなサービ
スはないものの、キッチンに調理
器具、テレビ、トイレ、布団
などを完備。

●営業／10：00～21：00（受
付は20：00まで）
●定休／木曜日（8月は無休）
●料金／大人500円・小中学
生250円・幼児無料
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昭
和
44
年
、
静
岡
市
と
の
合
併
で

消
滅
し
て
し
ま
っ
た
安
倍
郡
清
沢

村
。
現
在
、
地
名
に
は
「
清
沢
」の
名

前
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
清
沢
小
学
校

な
ど
、
施
設
名
の
み
で
し
か
残
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
昭
和
58
年
、
地
区
の

衰
退
を
憂
い
た
有
志
に
よ
り
「
清
沢

を
考
え
る
会
」
が
設
立
さ
れ
、
翌
年

に
「
清
沢
地
区
振
興
会
」
に
名
称
変

更
、
住
民
参
加
の
組
織
と
し
て
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
ま
ず
手
掛
け
た
の

は
農
産
物
な
ど
を
販
売
す
る
「
清
沢

ふ
る
さ
と
祭
り
」
。
目
玉
商
品
と
し

て
こ
の
地
域
で
お
祝
い
事
が
あ
る
時

に
各
家
庭
で
作
ら
れ
て
い
た
金
つ
ば

を
、
地
区
の
女
性
を
中
心
に
レ
シ
ピ

を
確
立
。「
き
よ
さ
わ
よ
も
ぎ
金
つ

ば
」
と
し
て
売
り
出
し
ま
し
た
。
ふ

る
さ
と
祭
り
は
現
在
で
も
毎
年
11
月

第
２
週
頃
に
開
催
さ
れ
、
令
和
元
年

に
は
35
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　

よ
も
ぎ
金
つ
ば
は
、
ふ
る
さ
と
祭

り
以
外
の
催
事
に
も
出
店
し
、
販
路

が
拡
大
。
や
が
て
金
つ
ば
販
売
常
設

店
の
建
設
の
機
運
が
高
ま
り
、
平
成

13
年
に
「
き
よ
さ
わ
里
の
駅
」
の
仮

設
店
舗
を
自
主
運
営
で
ス
タ
ー
ト
。

地
区
外
か
ら
も
多
く
の
来
訪
が
あ

り
、
翌
年
に
は
静
岡
市
か
ら
こ
の
取

組
が
評
価
さ
れ
、
公
設
民
営
方
式

に
。
現
在
の
「
き
よ
さ
わ
里
の
駅
」
が

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
清
沢

地
区
振
興
会
は
「
N
P
O
法
人
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
清
沢
」へ
と
法
人
化
し
ま

し
た
。
現
在
で
は
地
区
住
民
中
心
に

1
5
0
名
の
会
員
が
集
ま
り
、
中
に

は
清
沢
に
活
動
拠
点
を
持
つ
地
区
外

の
団
体
も
い
る
そ
う
で
す
。

　

平
成
23
年
に
は
、
地
区
を
支
え
る

茶
産
業
に
続
く
新
た
な
地
域
産
業

と
し
て
、
静
岡
市
の
支
援
事
業
を
活

用
し
、「
き
よ
さ
わ
レ
モ
ン
の
郷
づ
く

消滅した「清沢村」の
名前を残したい。
名産品で邑おこし

む
ら
の
声
mu

ra note file No

#02

名
物
グ
ル
メ
や
里
の
駅
づ
く
り
、

レ
モ
ン
の
郷
づ
く
り
な
ど

様
々
な
取
り
組
み
を
行
う

り
」
を
構
想
。
３
年
間
で
地
区
内
の

各
家
庭
を
中
心
に
千
８
百
本
の
レ
モ

ン
の
木
を
植
栽
し
ま
し
た
。
次
第
に

収
穫
量
を
増
や
し
、
現
在
で
は
２
ト

ン
を
超
え
る
収
穫
量
に
。
レ
モ
ン
を

使
っ
た
加
工
品
を
企
画
し
、
中
で
も

「
清
沢
式
ぶ
っ
か
け
レ
モ
ン
」
は
メ

デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど

話
題
の
商
品
に
。
年
間
１
万
２
千
本

を
売
り
上
げ
る
ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
っ

静岡市葵区相俣200
（きよさわ里の駅）

●車／JR静岡駅から約45
分、静岡SAスマートICから約
15分
●電車・バス／JR静岡駅から
しずてつジャストライン藁科線
久能尾行き「下相俣」下車（約
45分）

清沢
きよさわ

て
い
ま
す
。
6
年
間
の
静
岡
市
に
よ

る
支
援
事
業
が
終
了
し
た
後
は
、
現

在
は
清
沢
地
区
の
若
い
お
母
さ
ん
た

ち
が
レ
モ
ン
事
業
を
引
き
受
け
、

「
N
P
O
法
人
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
清

沢
」
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。

坂本地区にある清源寺からの風景は写真スポットとしてもお勧め。
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昭
和
44
年
、
静
岡
市
と
の
合
併
で

消
滅
し
て
し
ま
っ
た
安
倍
郡
清
沢

村
。
現
在
、
地
名
に
は
「
清
沢
」の
名

前
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
清
沢
小
学
校

な
ど
、
施
設
名
の
み
で
し
か
残
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
昭
和
58
年
、
地
区
の

衰
退
を
憂
い
た
有
志
に
よ
り
「
清
沢

を
考
え
る
会
」
が
設
立
さ
れ
、
翌
年

に
「
清
沢
地
区
振
興
会
」
に
名
称
変

更
、
住
民
参
加
の
組
織
と
し
て
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
ま
ず
手
掛
け
た
の

は
農
産
物
な
ど
を
販
売
す
る
「
清
沢

ふ
る
さ
と
祭
り
」
。
目
玉
商
品
と
し

て
こ
の
地
域
で
お
祝
い
事
が
あ
る
時

に
各
家
庭
で
作
ら
れ
て
い
た
金
つ
ば

を
、
地
区
の
女
性
を
中
心
に
レ
シ
ピ

を
確
立
。「
き
よ
さ
わ
よ
も
ぎ
金
つ

ば
」
と
し
て
売
り
出
し
ま
し
た
。
ふ

る
さ
と
祭
り
は
現
在
で
も
毎
年
11
月

第
２
週
頃
に
開
催
さ
れ
、
令
和
元
年

に
は
35
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　

よ
も
ぎ
金
つ
ば
は
、
ふ
る
さ
と
祭

り
以
外
の
催
事
に
も
出
店
し
、
販
路

が
拡
大
。
や
が
て
金
つ
ば
販
売
常
設

店
の
建
設
の
機
運
が
高
ま
り
、
平
成

13
年
に
「
き
よ
さ
わ
里
の
駅
」
の
仮

設
店
舗
を
自
主
運
営
で
ス
タ
ー
ト
。

地
区
外
か
ら
も
多
く
の
来
訪
が
あ

り
、
翌
年
に
は
静
岡
市
か
ら
こ
の
取

組
が
評
価
さ
れ
、
公
設
民
営
方
式

に
。
現
在
の
「
き
よ
さ
わ
里
の
駅
」
が

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
清
沢

地
区
振
興
会
は
「
N
P
O
法
人
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
清
沢
」へ
と
法
人
化
し
ま

し
た
。
現
在
で
は
地
区
住
民
中
心
に

1
5
0
名
の
会
員
が
集
ま
り
、
中
に

は
清
沢
に
活
動
拠
点
を
持
つ
地
区
外

の
団
体
も
い
る
そ
う
で
す
。

　

平
成
23
年
に
は
、
地
区
を
支
え
る

茶
産
業
に
続
く
新
た
な
地
域
産
業

と
し
て
、
静
岡
市
の
支
援
事
業
を
活

用
し
、「
き
よ
さ
わ
レ
モ
ン
の
郷
づ
く

り
」
を
構
想
。
３
年
間
で
地
区
内
の

各
家
庭
を
中
心
に
千
８
百
本
の
レ
モ

ン
の
木
を
植
栽
し
ま
し
た
。
次
第
に

収
穫
量
を
増
や
し
、
現
在
で
は
２
ト

ン
を
超
え
る
収
穫
量
に
。
レ
モ
ン
を

使
っ
た
加
工
品
を
企
画
し
、
中
で
も

「
清
沢
式
ぶ
っ
か
け
レ
モ
ン
」
は
メ

デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど

話
題
の
商
品
に
。
年
間
１
万
２
千
本

を
売
り
上
げ
る
ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
っ

食文化や
農業体験を通じて
都市との交流を図る

て
い
ま
す
。
6
年
間
の
静
岡
市
に
よ

る
支
援
事
業
が
終
了
し
た
後
は
、
現

在
は
清
沢
地
区
の
若
い
お
母
さ
ん
た

ち
が
レ
モ
ン
事
業
を
引
き
受
け
、

「
N
P
O
法
人
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
清

沢
」
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。

邑び
とメッ

セー
ジ

宮本佐知子さん

平成9年に清沢出身の
ご主人と結婚し、静岡へ
移住。家業の茶農家の
手伝いをしながら、清沢
レモン部の部長としてレ
モン事業を支える。

幡川恵子さん

平成15年にご主人の
早期退職に伴い、東
京から静岡、そして
清沢へ移住。近所の
人に声をかけられ、き
よさわ里の駅の代表
に就任。

きよさわ里の駅では、地
元の採れたて野菜や地
元食材を使用した食事の
提供、加工品の販売を
行っています。また、イ
ベントを開催し、食文化
や農業体験を通じ、地区
内外の人々と交流を図
り、地域の活性化に繋げ
ています。気軽に遊びに
来てくださいね。

買い
に

 きて
!

❶段々の石垣が見事な原風景を織りな
している清沢の坂本地区。
❷清沢には築数百年の古民家が残りま
す。散策路もあり、きよさわ里の駅で散
策路の案内マップをもらえます。
❸収穫体験イベントの様子。清沢の名を
語り継ぐ機会になっています。

EVENT info
「きよさわ里の駅」
体験イベント

毎月1～3回程度、里の駅や清沢
生涯学習交流館などで味噌作り
や椎茸菌打ち、稲作体験等のイ
ベントを実施。

❶

❸

❷

地区内の各家庭などに植栽
されたレモン。金つば作り
やレモン生産加工産業は地
域の働き場の創出にもなっ
ているそうです。

レモンがさっぱりと
香る万能調味料。
里の駅をはじめ、静
岡県内の販売店
やインターネットで
購入可能。

清沢は中山間地にあるため、イ
ノシシが頻繁に出没。猟友会
で仕留めたイノシシを、コロッケ
や肉まん、おでんに加工してい
ます。里の駅でもイノシシ肉を
使ったグルメが味わえます。

●きよさわよもぎ金つば
厚手の皮が評判で、清沢育ちのよ
もぎを生地に練り込んでいます。
きよさわ里の駅やイベント
等で購入可能。

レモンピール
が入った小粒
のキャンディ。

●清香のレモンキャンディ
●いのししコロッケ

●清沢式ぶっかけレモン
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他
地
域
か
ら
人
を
招
き
、

地
元
の
魅
力
を
ひ
も
と
い
て
い
く
。

人
の
繋
が
り
が
、
新
た
な
人
を
呼
ぶ
。

互
産
互
消
の
考
え
を
取
り
入
れ

地
域
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し

交
流
人
口
を
増
や
し
続
け
る
里
山

む
ら

の声
mura note file No

#03

磐田市の北部にあり、
山あいに柿畑が広がる
自然豊かな里山

地元特産品などを販売する
「白壁館」。苗作りからこだ
わった地元のお米「敷地
米」を味わえるランチメ
ニューが人気（平日11:00
～14:00）。炊きたてご飯に
濃厚な卵を絡めていただく
「玉子かけご飯」が絶品。
磐田市敷地456-1
9:00～17:00
（定休日なし）
※年末年始休業

　
天
竜
浜
名
湖
鉄
道
の
敷
地
駅
を
下

り
る
と
、
山
々
に
囲
ま
れ
た
田
ん
ぼ
が

広
が
り
、
斜
面
で
は
特
産
品
の
次
郎

柿
や
お
茶
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
四
季
折
々
の
自
然
が
彩
る
里
山

を
、
1
両
編
成
の
列
車
が
コ
ト
コ
ト

走
る
風
景
に
癒
さ
れ
る
磐
田
市
敷
地

地
区
。

　
こ
こ
で
地
域
活
動
を
行
う
「
敷
地

村
」
は
、
地
産
地
消
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
互
産
互
消
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
例
え
ば
、
地
元
の
特
産
品
で
あ
る

次
郎
柿
を
柿
が
育
た
な
い
北
海
道
の

菓
子
店
や
製
菓
専
門
学
校
に
提
供

し
、
柿
ス
イ
ー
ツ
を
開
発
。
パ
テ
ィ
シ

エ
が
敷
地
を
訪
れ
、
住
民
に
柿
ス
イ
ー

ツ
を
振
る
舞
う
な
ど
、
新
た
な
交
流

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
「
柿
の
産
地
で

柿
ス
イ
ー
ツ
を
作
っ
て
も
面
白
く
な

い
で
し
ょ（
笑
）
。
お
互
い
の
地
域
の
魅

力
を
伝
え
合
い
、
交
流
す
る
こ
と
で
新

し
い
価
値
が
生
ま
れ
る
ん
で
す
。
地
域

の
中
だ
け
で
考
え
て
も
限
界
が
あ
る

か
ら
、『
交
流
人
口
』
を
増
や
す
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
の

は
、
敷
地
村
代
表
の
乗
松
洋
一
さ
ん
。

は
踊
り
手
が
一
堂
に
会
す
る
「
蝉
し

ぐ
れ
の
盆
」
を
開
催
す
る
も
、
近
年

で
は
担
い
手
が
減
少
。
そ
こ
で
、
東
京

学
芸
大
学
や
地
元
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

と
と
も
に
、
ブ
ラ
ン
ス
バ
ン
ド
に
あ
わ

せ
て
踊
る
大
念
仏
を
企
画
。「
よ
さ

こ
い
祭
り
の
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の

踊
り
手
が
参
加
し
て
く
れ
た
ら
う
れ

し
い
で
す
ね
」
と
夢
が
ふ
く
ら
む
乗

松
さ
ん
。
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
を
続
け

る
敷
地
村
か
ら
、
今
後
も
目
が

離
せ
ま
せ
ん
。

磐田市敷地456-1
（白壁館）
●車／東名高速磐田ICから約
16分、新東名高速森掛川ICから
約15分（2020年9月以降は、新
東名高速新磐田ICから約3分） 
●電車／天竜浜名湖鉄道敷地
駅から徒歩約8分

敷地村
しきじむら

町
お
こ
し
の
イ
ベ
ン
ト
が
観
光
と
し
て

消
費
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
訪
問
者
が

地
域
住
民
と
一
緒
に
考
え
、
一
緒
に
運

営
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
言
い
ま
す
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
静
岡
大
学
の
学
生

や
外
国
人
を
交
え
て
ア
ー
ト
作
品
や
ジ

ビ
エ
コ
ロ
ッ
ケ
を
作
っ
た
り
、
航
空
会

社
が
全
国
各
地
で
開
催
す
る
パ
イ
ロ
ッ

ト
や
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
仕
事

を
体
験
で
き
る
社
会
貢
献
事
業
の
受

け
入
れ
を
し
ま
し
た
。
現
在
は
来
年
の

夏
に
向
け
、
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行

中
。「
地
域
お
こ
し
と
は
、
そ
の
地
域
の

文
化
を
掘
り
起
こ
し
、
耕
す
こ
と
で

す
。
文
化
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
そ
の

地
域
の
人
の
暮
ら
し
。
敷
地
の
文
化
と

い
う
と
、
戦
国
時
代
に
徳
川
・
武
田
両

軍
の
三
方
ヶ
原
合
戦
の
戦
死
者
を
弔
っ

た
事
に
由
来
す
る
躍
り
念
仏
『
遠
州
大

念
仏
』
が
あ
り
ま
す
」
。
毎
年
8
月
に

食べに
 きて!
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むら
の声

敷地生まれ、敷地育ち。38
歳のとき、実家の農家に転
職。敷地地区の自治会長を
務め、現在は、豊岡東地区
環境保全協議会会長とし
て地域の魅力向上に尽力。

乗松 洋一さん

❶❷地元の小中学生や大学生、外国人などが参
加した「グローバルデイ」。英語を交えながら新
聞紙を使ったアートワークと、干し柿やジビエコ
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❸グローバルコミュニケーションのフィールドと
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❹世界の人に通用する学びの場を創ることを目
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る仕事を体験。

邑び
とメ
ッセ

ージ
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茶
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1
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編
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コ
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走
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風
景
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癒
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磐
田
市
敷
地

地
区
。
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「
敷
地

村
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地
産
地
消
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
互
産
互
消
」
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取
り
組
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ま
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。
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菓
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ィ
シ
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。
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限
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現
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、
新
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進
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中
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は
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の
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で
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は
何
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と
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ば
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そ
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敷
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の
文
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と
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う
と
、
戦
国
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に
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三
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ヶ
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戦
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弔
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た
事
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躍
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仏
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仏
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」
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EVENT info
蝉しぐれの盆

◦開催／毎年8月15日
　17:00～ ※小雨決行
◦会場／豊岡東交流センター

トレッキングやハイキング
コースとしても知られる獅
子ヶ鼻公園では、春は満開
の桜が、秋にはオレンジに
染まった柿が見事です。極
旨の敷地米をはじめ、緑
茶、柿や椎茸など、こだわ
りの食材も豊富です。
2020年9月には、天浜
線・敷地駅からすぐの
場所に「新磐田スマー
トIC」が開通予定。ア
クセスもグッと良くな
るので、気軽に遊び
に来てください。

しきじカレッジ&ヴィレッジ　敷地地域における断煙&農山村型グローバルコミュニケーション活動構想
地元の資源を生かし、多様な人が楽しんでいる未来図（イラスト／岩本陽子）

次郎柿は果汁が少なく、実が大き
く歯ごたえがあるのが特徴。敷地
を訪れた北海道のスイーツ界注
目の南保パティシエがこの柿で
「レアチーズクリームを贅沢にか
けた次郎柿のタルト」を実演。地
元の人に振る舞った。

❶

❷

❸

❹
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高
草
山
の
西
麓
の
隅
に
あ
る
岡
部

本
郷
に
は
、
地
元
の
有
志
た
ち
で
整

備
さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
み
か
ん
山
」
が

あ
り
ま
す
。
み
か
ん
の
収
穫
時
期
に

な
る
と
、
地
元
の
幼
稚
園
や
保
育

園
、
小
学
校
、
養
護
施
設
等
が
み
か

ん
の
体
験
学
習
に
訪
れ
ま
す
。
み
か

ん
の
知
識
や
歴
史
、
品
種
、
栽
培
や

収
穫
方
法
な
ど
を
学
び
、
地
元
産
の

み
か
ん
へ
の
理
解
と
愛
着
を
深
め
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
藤
枝
市
岡
部
町
は
、
静

岡
県
産
温
州
み
か
ん
の
発
祥
の
地
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
藤
枝
市
と

合
併
す
る
前
だ
っ
た
旧
・
岡
部
町
時

代
の
平
成
14
年
頃
に
、
行
政
か
ら
農

業
振
興
会
に
声
が
か
か
り
、
荒
れ
て

い
た
み
か
ん
山
の
整
備
を
依
頼
さ
れ

ま
す
。
振
興
会
の
会
員
だ
っ
た
４
人

の
メ
ン
バ
ー
と
、
町
内
会
や
農
業
委

員
な
ど
に
声
を
か
け
17
人
で
「
ふ
る

さ
と
み
か
ん
山
の
会
」
を
設
立
。
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
、
５
７
０
０
㎡
の
土

地
に
様
々
な
品
種
の
柑
橘
の
木
の
植

樹
や
、
遊
歩
道
の
整
備
、
展
望
台
の

設
置
な
ど
の
構
想
を
練
り
、
平
成
20

年
に
開
園
し
ま
し
た
。
遊
歩
道
な
ど

の
園
地
整
備
は
専
門
業
者
に
依
頼
し

ま
し
た
が
、
3
7
0
本
の
み
か
ん
の
植

樹
は
会
員
で
行
っ
た
た
め
、
と
て
も

大
変
だ
っ
た
と
同
会
の
会
長
・
萩
原

毅
代
志
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

荒
れ
て
い
た
み
か
ん
の
山
を

自
分
た
ち
で
整
備
し

憩
い
の
場
を
創
出

む
ら
の
声
mu

ra note file No
#04

県
内
産
み
か
ん
の
発
祥
の
地
。

地
域
や
子
ど
も
た
ち
に
み
か
ん
の

学
び
の
場
を
提
供

　

平
成
25
年
に
は
、
地
元
の
町
内

会
、
農
協
の
本
郷
支
部
、
ふ
る
さ
と

み
か
ん
山
の
会
、
農
道
の
管
理
者
、
地

権
者
な
ど
で
「
岡
部
本
郷
み
の
り

会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
現
在
で
は

み
か
ん
山
の
会
は
み
の
り
会
の
所
属

に
な
り
、
用
水
路
や
防
火
用
水
、
農

道
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
岡
部

本
郷
の
地
域
は
、
住
民
同
士
の
交
流

が
深
く
、
地
区
外
か
ら
転
入
し
て
き

た
人
も
協
力
的
。
年
３
回
行
わ
れ
る

農
道
や
用
水
路
の
整
備
に
は
、
地
域

住
民
約
１
１
０
人
が
参

加
し
ま
す
。

藤枝市岡部町内谷1400‐1付近
（ふるさとみかん山）
●車／新東名高速藤枝岡部ICから約10
分、または東名高速焼津ICから約12分 
●電車・バス／JR焼津駅からしずてつ
ジャストラインバス焼津岡部線岡部営業
所行き「本郷入口」下車（約15分）

岡部本郷
おかべほんごう

「ふるさとみかん山」を訪れる際
は、藤枝市福祉センター「きすみ
れ」の奥に車を止め、遊歩道で上
がっていきます。収穫体験を希望
の団体は☎090-7020-8151
（萩原）まで連絡を。

遊びに
来て!

　

み
か
ん
の
収
穫
体
験
は
団
体
で
の

申
込
が
必
要
で
す
が
、
み
か
ん
山
は

申
込
な
し
で
散
策
が
可
能
で
す
。
27

種
類
の
柑
橘
の
木
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

解
説
が
添
え
ら
れ
、
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
す
。
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。

訪
れ
て
み
る
価
値
は
大
き
い
で
す

よ
。
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収
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や
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、
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の

設
置
な
ど
の
構
想
を
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り
、
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20

年
に
開
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し
ま
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た
。
遊
歩
道
な
ど

の
園
地
整
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は
専
門
業
者
に
依
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し
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た
が
、
3
7
0
本
の
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の
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は
会
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で
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、
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て
も

大
変
だ
っ
た
と
同
会
の
会
長
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毅
代
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返
り
ま
す
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平
成
25
年
に
は
、
地
元
の
町
内

会
、
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協
の
本
郷
支
部
、
ふ
る
さ
と

み
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ん
山
の
会
、
農
道
の
管
理
者
、
地

権
者
な
ど
で
「
岡
部
本
郷
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の
り

会
」
を
立
ち
上
げ
ま
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た
。
現
在
で
は

み
か
ん
山
の
会
は
み
の
り
会
の
所
属

に
な
り
、
用
水
路
や
防
火
用
水
、
農

道
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
岡
部

本
郷
の
地
域
は
、
住
民
同
士
の
交
流

が
深
く
、
地
区
外
か
ら
転
入
し
て
き

た
人
も
協
力
的
。
年
３
回
行
わ
れ
る

農
道
や
用
水
路
の
整
備
に
は
、
地
域

住
民
約
１
１
０
人
が
参

加
し
ま
す
。

静岡県産温州みかんの
発祥の地をPR

邑び
とメ
ッセ

ージ

❶日本で広く普及している甘くて食べやすい温州
みかんは、県内では文化年間（1804～1817年）
に現在の岡部町三輪に植えられたのが初めだと
伝えられています。
❷駿府公園にある静岡県指定天然記念物「家康
手植の蜜柑」の穂木を接木した小みかんの木も
植えられています。
❸木が覆いかぶさり、管理が大変な農道や用水
路の整備には、地域住民約110人が参加します。

岡部本郷みのり会・
代表。みかん・お茶農
家。岡部町出身。

萩原 新一郎さん

ふるさとみかん山の会・
会長。みかん・お茶農
家。岡部町出身。

萩原 毅代志さん

❶

❷

❹

❸

❺

旧・岡部町の子どもたち
は、ほぼ全員、幼稚園や保
育園・小学生の時に、みか
ん山でみかんの体験学習を
行なっています。子ども達
は帰宅後、学んだことを家
族にも伝えてくれているみ
たいで、後日、保護者の方
からお礼の声をいただくこ
ともあります。みかんへの
理解が広まっていることを
嬉しく思います。

　

み
か
ん
の
収
穫
体
験
は
団
体
で
の

申
込
が
必
要
で
す
が
、
み
か
ん
山
は

申
込
な
し
で
散
策
が
可
能
で
す
。
27

種
類
の
柑
橘
の
木
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

解
説
が
添
え
ら
れ
、
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
す
。
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。

訪
れ
て
み
る
価
値
は
大
き
い
で
す

よ
。

EVENT info
みかん収穫体験

◦開催／12月の第2日曜
◦内容／みかんの収穫体験や
糖度測定、みかんを使った料
理の試食会などを実施。申
込は藤枝市や社会協議福祉
会の広報誌から。

❹❺❻「収穫体験」の様子。みかんピ
ラフ、みかんご飯、みかんゼリーなど
のみかんを使ったオリジナル料理の
試食も実施。みかんピラフは好評で、
レシピも公開しています。

❻
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富
士
宮
市
の
南
条
の
里
は
、
富
士
山
に

見
守
ら
れ
る
田
園
地
帯
に
あ
り
ま
す
。
か

つ
て
は
養
蚕
で
栄
え
ま
し
た
が
、
取
り
残

さ
れ
た
桑
畑
が
一
時
は
荒
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
有
志
が
「
南
条
の
里
農
地
保

全
会
」
を
結
成
し
、
畑
を
整
備
し
て
、
大

豆
や
そ
ば
を
植
え
て
農
地
を
保
全
し
て

い
ま
す
。
中
で
も
、
美
し
い
景
観
を
誇
る

の
は
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
マ
ム
（
西
洋
菊
）
で

す
。
赤
白
黄
色
の
３
色
を
１
０
０
０
株
植

え
て
、
赤
富
士
を
表
現
し
、
１０
月
の
週
末

に
は
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

常
葉
大
学
社
会
環
境
学
部
と
の
一
社

一
村
し
ず
お
か
運
動
・
大
豆
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
豆
腐
の
商
品
化
や
、
１２
月
の
そ
ば

祭
り
で
は
５
０
０
食
の
そ
ば
を
無
料
で

振
る
舞
い
ま
す
。
平
成
２３
年
か
ら
始
ま
っ

た
活
動
は
徐
々
に
地
域
に
広
ま
っ
て
い
る

も
の
の
、
代
表
の
佐
野
武
芳
さ
ん
（
７７
）

は
じ
め
、
農
地
保
全
会
に
は
悩
み
が
あ

り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
異
業
種
の
集

ま
り
で
、
専
業
農
家
が
少
な
い
こ
と
、

ま
た
事
業
を
拡
大
す
る
に
は
資
金
繰
り
や

人
材
不
足
で
、
地
域
へ
の
愛
は
あ
る
も
の

の
、
次
の
一
手
を
模
索
し
て
い
る
の
で
し
た
。

　　

さ
て
、
同
じ
地
域
に
あ
る
𡈽
井
フ
ァ
ー
ム

は
、
酪
農
を
中
心
に
乳
製
品
の
加
工
販
売
も

営
む
牧
場
で
、
代
表
の
𡈽
井
一
彦
さ
ん
で
３

代
目
。
地
域
の
発
信
の
場
に
し
た
い
と
２
０

１
２
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
カ
フ
ェ
は
、
自
家

製
パ
ン
や
ジ
ェ
ラ
ー
ト
な
ど
が
人
気
で
す
。

ラ
ン
チ
は
、
牧
場
ミ
ル
ク
を
練
り
込
ん
だ
焼

き
た
て
パ
ン
に
ス
ー
プ
と
サ
ラ
ダ
、
食
後
の

ジ
ェ
ラ
ー
ト
ま
で
付
い
た
セ
ッ
ト
で
す
。

　

代
表
の
妻
で
取
締
役
で
も
あ
る
智
子
さ

ん
は
、
県
の
「
農
山
村
と
き
め
き
女
性
」

ほ
か
、
全
国
の
女
性
活
躍
経
営
者
と
し
て

も
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。
結
婚
後
し
ば
ら

く
は
３
人
の
子
育
て
に
追
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
義
父
が
病
で
倒
れ
、
突
如
、
牧
場

の
仕
事
が
両
肩
に
！
と
も
か
く
女
性
が
働

け
る
環
境
で
は
な
い
！
牧
場
を
改
革
し
な

く
ち
ゃ
！
夫
と
と
も
に
優
良
な
牧
場
を
見

て
回
り
、
シ
ャ
ワ
ー
室
か
ら
重
機
ま
で
、

女
性
の
視
点
で
就
業
環
境
を
改
善
し
、
さ

ら
に
雇
用
に
も
女
性
を
受
け
入
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
「
ボ
ラ
バ
イ
ト
」
と
い
う
求
人
サ
イ
ト
で

募
集
す
る
と
、
酪
農
に
関
心
を
示
す
人
は
、

心
の
病
を
抱
え
る
う
つ
症
状
の
若
い
女
性

が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
毎
朝
、

日
の
出
と
と
も
に
起
き
、
牛
に
触
れ
合
い
、

体
を
動
か
し
て
働
く
う
ち
に
、
お
腹
が
空

き
、
ぐ
っ
す
り
眠
れ
、
１
週
間
ぐ
ら
い
で
み

ク
ッ
シ
ョ
ン
マ
ム
の
花
畑
で

富
士
山
の
眺
め
を

ん
な
元
気
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
初
日
か
ら
働
け
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り

を
徹
底
し
、
評
判
が
評
判
を
呼
ん
だ
の
で

し
ょ
う
。
今
で
は
、
牧
場
で
働
く
１２
人
の
う

ち
９
人
が
女
性
！
男
性
は
夫
と
長
男
と

甥
っ
子
だ
け
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
ま
さ
に

女
性
が
活
躍
し
、
輝
く
牧
場
で
す
。
智
子
さ

ん
の
お
話
か
ら
は
、
目
の
前
の
課
題
に
文
句

を
言
わ
ず
、一
歩
ず
つ
前
に
進
み
、
課
題
を

プ
ラ
ス
に
変
え
て
い
く
前
向
き
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
本
来
、
農
業
と
は
地
域
の
課
題
か

ら
恵
み
を
生
み
出
す
も
の
で
す
。
現
在
、𡈽

井
フ
ァ
ー
ム
で
は
、長
男
の
良
太
さ
ん（
３１
）

と
ま
り
子
さ
ん
夫
妻
も
加
わ
っ
て
、
１２　

で

飼
料
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
牧
草
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
麦
と
年
中
農
地
を
回
転
さ
せ
、
飼

料
自
給
率
３０
％
か
ら
５０
％
に
、
さ
ら
に
畑

部
門
に
も
力
を
入
れ
て
循
環
型
の
酪
農
を

掲
げ
ま
す
。

　

地
域
の
発
信
拠
点
を
め
ざ
す
牧
場
カ

フ
ェ
と
、
南
条
の
里
の
保
全
会
、
ふ
る
さ
と

に
同
じ
思
い
を
持
つ
皆
さ
ん
の
新
た
な
コ
ラ

ボ
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

クッションマムの花畑「菊富士」で南条の里農地保全会の皆さん。（左から）前林隆弘さん（63）、
田中榮洋さん（68）、前林求さん（77）、筆者、代表の佐野武芳さん（77）、赤池公孝さん（70）

静
岡

県
ふじ
のくに美しく品格のある

邑
づ
く
り
推
進
委
員

小谷あゆみの
「むらレポ」
Vol.

南条の里

花の景観と
牧場カフェでにぎわう

小谷あゆみ
フリーアナウンサー／農業ジャーナリスト 野菜を
つくるベジアナとして農ある暮らしの豊かさを提
唱。全国の農村を取材。ＮＨＫＥテレ「ハートネット
TV介護百人一首」司会、ブログ「ベジアナの野菜
畑チャンネル」で食と農に関わる情報を配信中。静
岡県ふじのくに美しく品格のある邑づくり推進委員

●車／東名高速富士ICか
ら約35分、新東名高速新富
士ICから約30分 
●電車・バス／JR富士宮
駅から富士急静岡バス 上
条行き「大門下」下車（約
35分）

南条の里
なんじょうのさと

富士宮市下条806‐1
（𡈽井ファーム）
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富
士
宮
市
の
南
条
の
里
は
、
富
士
山
に

見
守
ら
れ
る
田
園
地
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に
あ
り
ま
す
。
か

つ
て
は
養
蚕
で
栄
え
ま
し
た
が
、
取
り
残

さ
れ
た
桑
畑
が
一
時
は
荒
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
有
志
が
「
南
条
の
里
農
地
保

全
会
」
を
結
成
し
、
畑
を
整
備
し
て
、
大

豆
や
そ
ば
を
植
え
て
農
地
を
保
全
し
て

い
ま
す
。
中
で
も
、
美
し
い
景
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を
誇
る

の
は
、
ク
ッ
シ
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ン
マ
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（
西
洋
菊
）
で

す
。
赤
白
黄
色
の
３
色
を
１
０
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０
株
植

え
て
、
赤
富
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を
表
現
し
、
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月
の
週
末

に
は
大
勢
の
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で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
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境
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部
と
の
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ず
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運
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・
大
豆
プ
ロ
ジ
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ト
で
は
豆
腐
の
商
品
化
や
、
１２
月
の
そ
ば

祭
り
で
は
５
０
０
食
の
そ
ば
を
無
料
で

振
る
舞
い
ま
す
。
平
成
２３
年
か
ら
始
ま
っ

た
活
動
は
徐
々
に
地
域
に
広
ま
っ
て
い
る

も
の
の
、
代
表
の
佐
野
武
芳
さ
ん
（
７７
）

は
じ
め
、
農
地
保
全
会
に
は
悩
み
が
あ

り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
異
業
種
の
集

ま
り
で
、
専
業
農
家
が
少
な
い
こ
と
、

ま
た
事
業
を
拡
大
す
る
に
は
資
金
繰
り
や

人
材
不
足
で
、
地
域
へ
の
愛
は
あ
る
も
の

の
、
次
の
一
手
を
模
索
し
て
い
る
の
で
し
た
。

　　

さ
て
、
同
じ
地
域
に
あ
る
𡈽
井
フ
ァ
ー
ム

は
、
酪
農
を
中
心
に
乳
製
品
の
加
工
販
売
も

営
む
牧
場
で
、
代
表
の
𡈽
井
一
彦
さ
ん
で
３

代
目
。
地
域
の
発
信
の
場
に
し
た
い
と
２
０

１
２
年
に
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し
た
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フ
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自
家
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や
ジ
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な
ど
が
人
気
で
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。
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、
牧
場
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練
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込
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だ
焼
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、
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後
の
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ま
で
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で
す
。
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で
取
締
役
で
も
あ
る
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は
、
県
の
「
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山
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と
き
め
き
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性
」

ほ
か
、
全
国
の
女
性
活
躍
経
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者
と
し
て

も
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。
結
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後
し
ば
ら

く
は
３
人
の
子
育
て
に
追
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れ
て
い
ま
し

た
が
、
義
父
が
病
で
倒
れ
、
突
如
、
牧
場

の
仕
事
が
両
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に
！
と
も
か
く
女
性
が
働

け
る
環
境
で
は
な
い
！
牧
場
を
改
革
し
な

く
ち
ゃ
！
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と
と
も
に
優
良
な
牧
場
を
見

て
回
り
、
シ
ャ
ワ
ー
室
か
ら
重
機
ま
で
、

女
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の
視
点
で
就
業
環
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を
改
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し
、
さ

ら
に
雇
用
に
も
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性
を
受
け
入
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
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「
ボ
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バ
イ
ト
」
と
い
う
求
人
サ
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ト
で

募
集
す
る
と
、
酪
農
に
関
心
を
示
す
人
は
、

心
の
病
を
抱
え
る
う
つ
症
状
の
若
い
女
性

が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
毎
朝
、

日
の
出
と
と
も
に
起
き
、
牛
に
触
れ
合
い
、

体
を
動
か
し
て
働
く
う
ち
に
、
お
腹
が
空

き
、
ぐ
っ
す
り
眠
れ
、
１
週
間
ぐ
ら
い
で
み

ん
な
元
気
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
初
日
か
ら
働
け
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り

を
徹
底
し
、
評
判
が
評
判
を
呼
ん
だ
の
で

し
ょ
う
。
今
で
は
、
牧
場
で
働
く
１２
人
の
う

ち
９
人
が
女
性
！
男
性
は
夫
と
長
男
と

甥
っ
子
だ
け
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
ま
さ
に

女
性
が
活
躍
し
、
輝
く
牧
場
で
す
。
智
子
さ

ん
の
お
話
か
ら
は
、
目
の
前
の
課
題
に
文
句

を
言
わ
ず
、一
歩
ず
つ
前
に
進
み
、
課
題
を

プ
ラ
ス
に
変
え
て
い
く
前
向
き
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
本
来
、
農
業
と
は
地
域
の
課
題
か

ら
恵
み
を
生
み
出
す
も
の
で
す
。
現
在
、𡈽

井
フ
ァ
ー
ム
で
は
、長
男
の
良
太
さ
ん（
３１
）

と
ま
り
子
さ
ん
夫
妻
も
加
わ
っ
て
、
１２　

で

飼
料
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
牧
草
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
麦
と
年
中
農
地
を
回
転
さ
せ
、
飼

料
自
給
率
３０
％
か
ら
５０
％
に
、
さ
ら
に
畑

部
門
に
も
力
を
入
れ
て
循
環
型
の
酪
農
を

掲
げ
ま
す
。

　

地
域
の
発
信
拠
点
を
め
ざ
す
牧
場
カ

フ
ェ
と
、
南
条
の
里
の
保
全
会
、
ふ
る
さ
と

に
同
じ
思
い
を
持
つ
皆
さ
ん
の
新
た
な
コ
ラ

ボ
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

牧場ミルクの
ジェラートが
人気です

２種類の
焼きたてパンに
スープとサラダ、

ジェラートまでついて
８５０円＋税

（左から）緒方亜紀菜さん、
𡈽井まり子さん、智子さん。

女
性
が
輝
く
牧
場
カ
フ
ェ

地
域
の
課
題
を
恵
み
に

ha

南条の里農地保全会の皆さんとランチの後、談笑する𡈽井さん親子。

4代目となる長男の𡈽井良太
さん（31）と妻のまり子さん。

牛の世話から
カフェの仕事まで
誰もがシェア！
女性が輝く
牧場です
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南
伊
豆
町
伊
浜
は
駿
河
湾
に
面
し
た
伊

豆
の
原
風
景
を
今
に
残
す
約
2
2
0
人
が

暮
ら
す
漁
村
で
す
。
急
斜
面
に
家
々
が
建

ち
並
び
、
家
屋
の
海
側
に
植
え
ら
れ
た

び
ゃ
く
杉
が
強
い
西
風
か
ら
家
を
守
っ
て

い
ま
す
。
活
動
を
通
じ
て
伊
浜
を
丁
寧
に

み
て
い
く
と
美
し
く
、
ま
た
時
に
は
厳
し

い
自
然
に
寄
り
添
う
暮
ら
し
の
知
恵
と
工

夫
が
詰
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
伊
浜
で
の
暮
ら
し
は
大
変
な
こ
と
も
多

い
と
住
民
の
み
な
さ
ん
は
話
さ
れ
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
伊
浜
を
語
る
そ
の
表
情
は
と
て

も
温
か
く
、
そ
の
根
幹
に
は
「
こ
こ
で
生
き

て
い
く
の
だ
」
と
い
う
力
強
い
想
い
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

自
然
と
向
き
合
う

暮
ら
し
を
知
る

楽
し
み
な
が
ら
伊
浜
の

魅
力
に
気
付
く
カ
ル
タ

Shizuoka University

静岡大学では、農学部や地
域創造学環で、地域課題を
解決する能力を育むため、現
地でのフィールドワークを
行っています。今回は、伊豆
半島南部に位置する邑“伊浜”
での活動を紹介します。

　
伊
浜
カ
ル
タ
の
製
作
は
と
て
も
シ
ン
プ
ル

で
す
。
四
季
の
日
常
の
景
色
や
人
々
の
暮
ら

し
を
写
真
に
収
め
、
絵
札
を
つ
く
り
、
読
み

札
に
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
す

手
づ
く
り
の
カ
ル
タ
で
す
。
予
算
が
な
く
て

も
地
域
づ
く
り
は
で
き
る
。
こ
れ
が
地
元

学
の
強
み
。
住
民
の
方
に
問
い
か
け
、
そ
こ

に
暮
ら
す
人
々
の
想
い
を
知
り
、
日
々
の
暮

ら
し
を
垣
間
見
て
、
そ
れ
を
表
現
出
来
る

の
が
こ
の
カ
ル
タ
の
面
白
い
と
こ
ろ
だ
と
思

い
ま
す
。

　
伊
浜
の
女
性
グ
ル
ー
プ
の
方
に
「
時
々
カ

ル
タ
で
楽
し
ん
で
い
る
よ
」
と
声
を
か
け
て

も
ら
っ
た
時
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
カ
ル
タ

づ
く
り
に
よ
っ
て
改
め
て
地
域
に
あ
る
も
の

の
見
え
る
化
が
で
き
て
き
ま
し
た
。
今
で
は

伊
浜
の
み
な
さ
ん
と
の
距
離
も
縮
ま
り
、
冗

談
を
言
い
合
え
る
関
係
に
な
り
ま
し
た
。
私

た
ち
も
み
な
さ
ん
と
の
交
流
を
楽
し
み
、
そ

の
中
で
伊
浜
の
方
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
も

の
が
伊
浜
の
良
さ
だ
と
気
付
い
て
も
ら
え

る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

南伊豆町の北西に位置し、
温暖な気候を活かしてマー
ガレットの栽培が盛んで、全
国有数の産地として知られ
ています。また、地域内にあ
る、遊休農地を活用した、
マーガレット狩り園は自治会
員のボランティアにより運営
され、開園期間中（例年4～
５月）は無料でマーガレット
狩りが楽しめます。

伊浜地区
いはまちく

地
域
創
造
学
環
地
域
経
営
コ
ー
ス
の
２

つ
の
ゼ
ミ
が
合
同
で
2
0
1
8
年
の
冬

か
ら
季
節
ご
と
に
南
伊
豆
町
伊
浜
を
訪

れ
、「
地
域
に
あ
る
も
の
を
磨
い
て
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
」
地
元
学
の
手
法

を
用
い
、
住
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
ご

当
地
カ
ル
タ
を
製
作
し
て
い
ま
す
。

●車／東名高速沼津ＩＣまたは
新東名高速長泉沼津ICから約
120分 
●電車・バス／伊豆急下田駅
から南伊豆東海バスで「伊浜」
バス停下車

賀茂郡南伊豆町伊浜地区

❶びゃく杉の木
　陰で取材
❷伊浜の夕暮れ
❸伊浜の名物、
　海と坂道

文
：
中
山
理
紗
（
地
域
創
造
学
環
3
年
）

フィールドワークレポート静岡大学

─ ─

これまで作った
カルタは270組。

作ってすぐ
カルタ大会

カルタの製作。
読み札に

人柄が出る!?

❶

❷

❸

むらのおと 13



●車／新東名島田金谷ICから国道473号と国道
1号を経由で25分
JR掛川駅、富士山静岡空港からタクシーで20分
●電車・バス／JR掛川駅（北口）から掛川バス
サービス東山線東山行き「東山（終点）」下車（約
30分）バス停から徒歩2分

掛川市の北東部、粟ヶ岳のふもとに茶園
が広がる地域で、平成24年に世界農業
遺産に登録された茶草場農法による栽
培が行われており、全国茶品評会農林水
産大臣賞を幾度も受賞するなど品質の
高いお茶が生産されています。

　掛川市東山は、粟ヶ岳という小高い山に抱かれ
た、美しい茶畑が広がるお茶の里です。ここでは世
界農業遺産に登録された伝統的な茶草場農法
で、緑茶を生産しています。
　今回、茶草場の草刈や“かっぽし”づくりといった
体験を通じて茶草場農法を直に体感してきました。
実は、東山を訪問する前、「日本では科学技術や機
械化が進歩しているのに、なぜ未だに、伝統的で手
作業の多い茶草場農法を行っているのだろうか」と
疑問に思っていました。
　農家の方の話を聞きその疑問は解消されました。
茶草場農法は、緑茶の品質だけでなく、生物多様
性の保全など環境保護の面でもたくさんの効果が
あり、守り続けるべき農法だったのです。

　東山で生産された緑茶を飲んでみました。イン
ドネシア人の私にとって緑茶は、ほろ苦いイメージ
がありましたが、その美味しさに感動しました。

　ちなみに私の地元の茶業が盛んで静岡県と友
好交流しているインドネシア・西ジャワ州には茶畑が
たくさんあります。ただし、日本とは異なり生産してい
るお茶の70％が紅茶です。
　また、インドネシア人のほとんどは、紅茶・緑茶に
関わらず、お茶を飲むときには必ず砂糖を入れます。
日本では逆に、無糖のお茶が一般的であるいうこと
に大変驚きましたが、ここの緑茶を飲んでみると、確
かに無糖のお茶にも透き通った甘みがあることに気
づかされました。日本とインドネシア、どちらもユニー
クで魅力的なお茶文化だと感じました。

　東山の皆さんは、とても優しく親切で、温かみのあ
る静岡弁でお話ししてくださりました。そうした人たち
が手間ひまをかけて作ったお茶は、思いが込めら
れた優しい味がしたような気がしました。
　インドネシアと異なり日本では少子高齢化が進ん
でいるため、今後もこの茶草場農法が受け継がれ
ていくのかどうか、少し心配です。美味しくて温かい
お茶と日本の美しいふるさとを守り続けてきたこの
茶草場農法が、いつまでも続くよう心から祈ってい
ます。 〈文：アディダヤ・ヨザ〉

むらのおとフォリナーズアイ

「茶草場農法」ってスゴイ！

インドネシアと日本のお茶を飲む
文化の違いにびっくり！

残していきたい
ニッポンの美しいふるさと

掛川市東山1173-2（東山いっぷく処）

ハウ・カイシン【シンガポール】
静岡県くらし・環境部多文化共生課  国際交流員

アディダヤ・ヨザ【インドネシア】

静岡県くらし・環境部多文化共生課  国際交流員

茶草場のほんの一部の草刈を体験しただけ
ですが、ヨザさんもカイシンさんも大苦戦。受
け継がれてきた伝統の重みも実感しました。

東山のお茶やお茶を
使った食べ物がたくさ
ん！お土産にぴったり。

１キロ２万円もするという東山の
お茶は、ほのかな甘みと優しい味わい！近
年、緑茶は世界中で人気です！地元の食
材を使ったかっぽしランチも堪能！

茶文字の里 
東山 ちゃもじのさと　

ひがしやま

刈った茶草
葉を干すための
「かっぽし」。腐ら
ないように貯草する
ため、ユニークな形
に。なんとその高
さは5m！

東山のシンボル「茶文字」が描かれた
粟ヶ岳をバックに、右から㈱茶文字の
里東山の杉山敏志さん、ヨザさん、カイ
シンさん、茶草場農法実践農家の平井
文明さん、平井誠さん親子

東山いっぷく処の前で
杉山さん、吉野咲子さ
んと。東山の皆さんは
とても温かく、優しい人
ばかりで今度はホーム
ステイしてみたい。

茶草場テラスからは東山の茶園、大井川、静岡空港が
一望できました！天気が良ければ、富士山や駿河湾、伊
豆半島、南アルプスまで見えるとのこと。まさに絶景！！
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68

47

389

296

263
295

290

いどばた

西浦田楽

春野山の村

秋葉神社下社

佐久間川合IC

ドラゴンママ

❻

❹
❺

浜松市天竜区

くんま水車の里

❶

❷
いっぷく処横川

❸
（そばの里づくり 佐久間）

（水窪地区）

道の駅天竜相津
花桃の里

❼

（夢未来くんま）

（はるの山の楽校）

（ほっと龍山）

西鹿島

二
俣
本
町

天
竜
二
俣

三
遠
南
信
自
動
車
道

三遠南信自動車道

天竜浜名湖
鉄道

浜松いなさJCT

浜松
スマートIC

浜松
浜北IC

森掛川IC

佐久間
中部天竜

早
瀬

下
川
合浦

川

天
竜
川

天
竜
川

相月

水窪
向市場

城西

飯田線

362

362
152

257

152
473

新
東

名高速道路

浜松市天竜区の山間エリア”くんま”の食
が味わえる食事処「くんま水車の里」。四
季それぞれの美しい自然と、いつも元気
な“山のかあさん”が届ける、とびっきりの
「山時間」は大人気。手作りの食品の
数 （々味噌、漬物、梅干し等）はどれも素
朴で深い味わい。くんまならではの手作
り体験も好評です。

山のかあさんの手作り料理は
必食のおいしさ！

春野産の野菜やキノコには滋味豊か
な季節感がいっぱい。四季の移ろい
を風味で味わうことができます。中で
も「いっぷく処横川」で販売している
「原木シイタケ」は、ふくよかな香り
が食欲をそそる逸品。シーズンは11月
から4月まで。毎年3月に開催される
「しいたけ祭り」も行列ができるほど
人気です。

四季の移ろいを感じる
豊かな滋味を味わって！

北遠エリア

佐久間病院のすぐそば、
駐車場もあります。

道の駅としても親しまれている「いっ
ぷく処横川」。　しいたけ味のソフトク
リームも名物。コロッケも人気！

N

❸
もはや地域の生命線とも言わ
れる「いどばた」。名物のそば
はもちろん、食事、惣菜、催事
のオードブルまで、優しい“お
袋の味”は地元民だけでなく、
ツーリングやサイクリング愛好
者にも染み渡るおいしさと大好
評。毎年1月の第3土日に開催さ
れる「そば祭り」も要チェック。
そばの味なら負けません。

サイクリングの
人気エリアにある
食と心のオアシス

いどばた

そばの里づくり
佐久間

浜松市天竜区熊1976-1
☎053-929-0636
●時間／9：00～16：00（4～9月は～16：30）
●休日／木曜（12～2月は水・木曜）
●交通／車：新東名高速浜松浜北ICから県道
9号経由約40分
電車・バス：遠州鉄道西鹿島駅下車、自主運
行バス阿多古線・くんま水車の里バス停下車
※自主運行バスは予約が必要になる場合があ
ります。予約専用ダイヤル（☎053-472-8451）
でご確認ください。

浜松市天竜区横川3085
☎053-924-0129
●時間／9：00～16：30（7～8月は～
17：30）  ●休日／火曜
●交通／車：新東名高速浜松浜北ICから
国道152号・362号経由約30分
電車・バス：遠州鉄道西鹿島駅下車、遠鉄
バス秋葉線「いっぷく処横川」バス停下車

浜松市天竜区佐久間町中部93
☎053-965-0141
●時間／11：00～14：00
●休日／火曜
●交通／車：新東名高速浜松
浜北ICから国道152号線・473
号経由約60分、または三遠南
信自動車道佐久間川合ICから
国道473号経由で約10分
電車・バス：JR飯田線中部天竜
駅から徒歩5分

「ふじのくに美しく品格の
ある邑」をエリアごとに案
内する「むらとりっぷ」。今
号は北遠エリアにある
“食”やアクティビティの人
気スポットを紹介。新しい
邑の魅力を探しに出か
けませんか？

いっぷ
く処

横川いっぷ
く処

横川

いっ
ぷく
どこ
ろよ
こか
わ

❷

くんま水車の里

夢未来くんま❶

豊かな自然に囲まれた水車の里。

ボリューム満
点、自慢のそ
ば。天ぷらも
絶品です。

お 惣 菜 の 種
類は豊富。そ
の値段もとに
かく安い！

1

151
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❺

❼

手作りのジャムやお味噌の製
造・販売を手がける「ほっと龍
山 ドラゴンママ」は、お惣菜の
販売、仕出しの配達、昼食の提
供等、地域になくてはならない
母の店。地場産品の通信販売も
行っています。幻と言われる『お
ちゃめろんパン』を見つけたら
何か良いことがありそう。素敵
な出合いが待っているかも？

花桃の里の売りは、何といっても食堂の充
実度。おいしくてリーズナブルな価格設定
は、まさに味良し・値段良しの二重丸。中で
も不動の一番人気は「花桃カレー」。三種の
野菜を中心にじっくり煮込んだコクのあるカ
レーは横綱級のおいしさです。お腹に余裕
があれば手作り饅頭も一緒にいかが？

リピーター続出！
不動の人気を誇る「花桃カレー」

「春野山の村」は、充実した設備
を活かして、林業、木工作、炊
飯、キャンプ、ジビエBBQ、MTB
走行などの各種体験が総合的に
できる施設です。美しい自然を満
喫しながら、のんびりと過ごす贅
沢なひとときは、生きる歓びを喚
起！一度出かけてみれば、心もお
腹も満タンになりますよ。

多彩なアクティビティで
生きる歓びを満喫！

自主運行バス瀬尻バス停下車。観
光トイレ休憩所の奥にあります。

天竜川沿いの景色は満点、食事も満点！

春野山の村
はるの

やまのむ
ら

はるの山の楽校

ドラゴンママ

ほっと龍山

浜松市天竜区春野町杉943-1　☎053-984-0311
●時間／8：30～17：00　●休日／水・木曜
●料金／施設に直接お問い合わせください
●交通／車：新東名高速森掛川ICから県道58号・国道362号経由約70分、
または新東名高速浜松浜北ICから国道152号・362号経由約70分

浜松市天竜区龍山瀬尻930-11
☎053-968-0011
●時間／8：30～16：30
●休日／月曜
●交通／車：新東名高速浜松浜
北ICから国道152号約40分
電車・バス：遠州鉄道西鹿島駅下
車、自主運行バス北遠本線「瀬尻」
バス停下車

浜松市天竜区大川31-10
☎053-923-2339
●時間／9：00～16：30
●休日／火曜
●交通／車：新東名高速浜
松浜北ICから国道152号経
由約25分
電車・バス：遠州鉄道西鹿島
駅下車、自主運行バス北遠
本線「相津」バス停下車

道の駅天竜相津 

花桃の里はなもも
のさと

花桃の里

❻
浜松市の最北端、長野県境
に近い水窪町西浦地区の観
音堂境内では、旧暦1月18日
から翌朝にかけて農祭りが行
われます。五穀豊穣、無病息
災、子孫長久、水火の難を除
くこの神事は、養老３（719）
年に行基（奈良時代の高僧）
がこの地を訪れ、聖観音の仏
像と仮面を作ったことに始ま
ると言われています。

悠久の歴史を感じる
幽玄な農祭り

西浦田楽

水窪地区
にしうらでんがく

浜松市天竜区水窪町奥領家
5219（西浦観音堂）

●問い合わせ／水窪協働セン
ター（水窪文化会館）生涯学習グ
ループ☎053-982-0013
●開催／毎年旧暦1月18日の20
～21時頃から翌日の7～8時頃
●交通／車：新東名高速浜松浜
北ICから国道152号経由約60分
電車・バス：JR飯田線水窪駅下
車、険しい山道を6㎞程度徒歩

「しんたい」右手
に扇、左手にぶち
を持ち、躍動的
な舞を披露。

迫力ある「赤鬼」
の面。赤鬼は演
目に何度も登場
する敵役。

ジビエ（野鳥
獣）のBBQも楽
しもめます

❹
なくてはならない母の店。
幻のパンも見つけて！

母親の愛情を山の幸に詰め込んだ手作り品の数々。

今年11月にスタートしたMTBの走行体験。

花桃の売りは何と
いっても食事。
平日ランチも人気です。
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建国記念の日

月

月

成人の日

天皇誕生日 振替休日

元日

１区画（５㎡）2,000円、収穫量は生葉で８ｋｇ程度

月

水掛け菜オーナー募集

二子公民館
問JA御殿場富士岡支店購買部 ☎0550‐87‐1014

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

※ご意見とともに、住所・氏名・電話番
号・年齢をご記載ください。
※頂いたご意見は次号以降で掲載させ
ていただく場合があります。
※個人情報は、連絡のため以外には使
用いたしません。

〒420-8601　
静岡県静岡市葵区追手町9番6号　
静岡県経済産業部農地局農地保全課
FAX 054-221-2809
E-mail : nouchihozen@pref.

shizuoka.lg.jp

西部

中部

東部

伊豆

二子湧水の里

地元佐久間のそば粉は勿論、市内他地区と福島県のそば
粉を使ったそばの食べ比べ。そば打ち体験、そば打ち名人
による実演会、他地元物産品販売

第22回佐久間新そば祭

天竜区佐久間町佐久間429‐1
※佐久間協働センター駐車場利用可（無料）
問ＮＰＯ法人がんばらまいか佐久間（担当：河村秀昭） 
☎053‐965‐1100
●参加料／そば打ち体験2,000円（1人）

そばの里づくり佐久間

田原地区住民を対象にしめ縄づくりを行う。（見学のみ）
正月注連縄づくり

田原交流センター
磐田市三ケ野1045‐3  ※駐車場あり
問田原交流センター ☎0538‐35‐4269

田原地区

景観賞にも選ばれた田園風景が広がる。

冬レタスのビニールトンネル風景
森町南部全域

問森町役場産業課 ☎0538‐85‐6315
周智郡森町

12月～3月

12月上旬～１月上旬

12月中旬～2月上旬

森町南部

蝋梅の花が見頃を迎える。
ろうばい見頃

アクティ森
周智郡森町問詰1115‐1 
※無料駐車場あり
問アクティ森 
☎0538‐85‐0115

天方
1月上旬～2月中旬

大晦日から多くの初詣客で賑わう。
初詣

小國神社 周智郡森町一宮3956‐1

1月1日（水・祝） 
一の宮の里

一年の豊作を祈願する神事芸能
田遊祭1月3日（金） 

一の宮の里

年男年女の奉仕者による豆まき行事が行われる。
節分祭

小國神社 周智郡森町一宮3956‐1 ※無料駐車場あり
問小國神社 ☎0538‐89‐7302

2月3日（月） 
一の宮の里

初日の出登山
浜石岳頂上にて、初日の出の鑑賞

問オレンジ浜石’ｓ 原  ☎090-1628-3309
静岡市清水区由比

1月1日（水・祝） 5:00～
浜石岳と八千代の桜

佐澤薬師堂祭典
良縁祈願として伝わる佐澤薬師堂の年に一度の御開帳。4
日夜、ご祈祷と地元当番組が中心となり“おもてなし”があ
る。2020年は60年に一度の大祭

問坂本政司  ☎090-5860-1032
佐澤薬師堂

1月4日（土）夜 ～5日（日）
縁結びのむらくのわき

上野の里まつり 酒蔵めぐり

牧野酒造 富士宮市下条1037  ☎0544‐58‐1188

富士正酒造
富士宮市下条642‐1  ☎0544‐52‐0313
土井ファーム

富士宮市下条806‐1  ☎0544‐58‐7078

榛原郡川根本町久野脇

南条の里

牧野酒造・富士正酒造・土井ファームの三拠点をめぐる上野
の里まつり酒蔵めぐり

2月2日（日）  9:30～15:00

12月27日（金）  9:00～11：30

小学生を対象に中
学・自治会の協同に
よる開催。カルタ取
り、ビンゴゲーム他
（見学のみ）

子どもカルタ大会
田原交流センター

磐田市三ケ野1045‐3  ※駐車場あり
問田原交流センター ☎0538‐35‐4269

田原地区
1月18日（土）  9:00～11：00

1月18日（土）・19日（日）  9:00～15:00

●参加費／無料
●イベント紹介HPをご覧ください  http://uenohills.com

御殿場市二子366‐1

棚田の畦にLEDイルミネーションで飾り付ける。
石部の灯り ウィンターイルミネーション

松崎町石部棚田
問松崎町役場企画観光課 ☎0558‐42‐3964

石部赤根田村百笑の里

※棚田展望台駐車場（無料）

問上野の里まつり酒蔵めぐり実行委員会
※無料駐車場あり　問小國神社 ☎0538‐89‐7302

小國神社 周智郡森町一宮3956‐1
※無料駐車場あり　問小國神社 ☎0538‐89‐7302
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恩地町みどり朝市

地域いきいき共生！恩地町環境みどり会

浜松市南区恩地町443  ※恩地町公民館駐車場が
利用できます（無料）
問地域いきいき共生！恩地町環境みどり会
（担当：見野閏一郎）  ☎053-426-2888

恩地町公会堂広場

毎月第3日曜日  9:00～9:30

邑周辺の河川沿いで河津桜が開花
みなみの桜と菜の花まつり

南伊豆町湊（日野地区）、下賀茂周辺

2月23日（日） 10:00～19:00

杉檜の植林から桜や他の広葉樹への自然な山
へ回顧するための植樹祭

植樹会

春野山の村
問NPO法人はるの山の楽校 事務局（担当：内山）
☎053‐984‐03111
●植樹ボランティア募集（参加費無料）

天竜区春野町杉943‐1

3月15日（日） 8：00～終了まで
はるの山の楽校

春の息吹感じる高原で桜に囲まれた「山の楽市・フ
リーマーケット」

山の楽市 フリーマーケット

春野山の村
天竜区春野町杉943‐1
問NPO法人はるの山の楽校 事務局（担当：内山）
☎053‐984‐03111
●出店者募集／1区画 500円

3月29日（日） 10：00～15：00
はるの山の楽校

花川の堤に植えられた河津桜400本が見ごろ。
土日は軽食、地場野菜の販売、大道芸、ＴＶでも
おなじみ白井家の動物も登場

東大山まつり

大川地区の花川堤西区和地町地内
浜松市西区大山町  ※無料駐車場200～400台
（案内看板あり）　問和地ふるさと会（担当：会長 
野中眞八郎）　☎090‐3483‐9494

2月22日（土） ～3月8日（日） 
和地ふるさと会

※駐車場あり
（協力金：普通車500円、大型車2,500円）
問南伊豆町観光協会 ☎0558‐62‐0141

婚活イベント
良縁スポットで縁日！縁結びの村で婚活イベント
『マヤ暦相性占いであなたの出会いてつだいます！』
（恋のおみくじ・良縁祈願絵馬付き）

問くのわき縁結び婚活部  ☎090‐2349‐9281
●参加費あり（未定）、30～50歳代、20名募集

川根本町久野脇薬師堂
（集合：大井川鐵道金谷駅）

2月22日（土） 
縁結びのむらくのわき

花桃お花見
花桃植栽参加者への感謝と区民の交流イベント。
植栽同期生が毎年集まり地元食材で宴会を行う。

問エコティかわね  ☎0547‐58‐7000
●参加費未定

川根本町久野脇三津間集落センター

3月下旬
縁結びのむらくのわき

梅ヶ島新田稲荷神社 初午祭
静岡市指定無形民俗文化財である「新田神楽」
を稲荷神社で奉納。今年は、４年に一度の浜降り
の年にあたり、稲荷神社で神事を行った後、行列
を組んで河原まで行き、神楽を奉納する。

問梅ヶ島地区センター  ☎054‐269‐2002
静岡市葵区梅ヶ島新田稲荷神社

3月14日（土）  12:00～
梅ヶ島

花桃植栽
久野脇の三津間地区を花で盛り上げよう!とは
じめた花桃植栽イベントの3年目。参加者の記
念樹としても好評

問エコティかわね  ☎0547‐58‐7000
●参加費あり（未定）

三津間集落センター

2月下旬（未定）
縁結びのむらくのわき

ふじのくに食と花の都の祭典
本県の多彩な農林水産物の販売をはじめ、食と花の
魅力を一度に体験できる。

静岡市駿河区曲金3‐1‐10
問静岡県経済産業部農業局農芸振興課  
☎054‐221‐3249
●詳しくは「食と花の都の祭典」で検索

ツインメッセ静岡北館大展示場

「みなみの桜と菜の花まつり」に合わせ、一面の黄色
いじゅうたん（菜の花畑）の中で結婚式が行われる。

2月10日（月） ～3月10日（火）

全域

由比八千代桜まつり 河津桜まつり

問オレンジ浜石’ｓ  青木  ☎090‐3467‐1412
静岡市清水区由比

2月23日（日） 9:00～ 
浜石岳と八千代の桜

歌、踊り、楽器や、児
童・園児の遊戯等の発
表会（見学のみ）

田原芸能まつり
田原小学校体育館

磐田市三ケ野1030‐1  ※駐車場あり
問田原交流センター ☎0538‐35‐4269

田原地区
2月16日（日）  9:30～15：00

2月22日（土）・23日（日）  10:00～16:00

第4回富士山白糸平成棚田祭り

本源寺南側
富士宮市原873番地 ※白糸自然公園駐車場（無
料）、シャトルバス（無料）
問富士山白糸平成棚田竹灯籠祭り実行委員会委
員長 酒井良則 ☎090‐2181‐3962（担当：佐藤）

圃場整備に携わった多くの先人に感謝の意を込
め、静岡県富士山の日に3,776本の竹灯籠で平成
棚田を幻想の世界に。仕掛・打ち上げ花火・ステー
ジでのショーや農産物加工販売・屋台等の出店も。

白糸の里

水掛け菜料理などの振る
舞い。水掛け菜、二子米
などの販売。昼食時間帯
を中心に開催

湧水感謝祭
二子公民館

問二子湧水保存会 事務局（担当：渡邊和夫）
☎090‐4794‐5469

2月23日（日）
二子湧水の里

御殿場市二子366‐1 ※無料駐車場あり

日野 元気な百姓達の里

当日水揚げされた
生わかめをはじめ、
特産品を販売伊豆多賀わかめ祭り

長浜海浜公園
熱海市上多賀　※無料駐車場あり
問熱海市多賀観光協会 ☎0557‐67‐2255

3月7日（土）・8日（日）
日本一のだいだいの里「多賀」

菜の花結婚式

南伊豆町湊（日野地区）周辺
※駐車場あり
（協力金：普通車500円、大型車2,500円）
問南伊豆町観光協会 ☎0558‐62‐0141

2月16日（日）10:30～ 
日野 元気な百姓達の里

2月16日（日）  10:00～14:00
日頃のご愛顧に感謝を込めて、地域のみんなでし
し鍋（無料）のおもてなし。物産展他も。

大寒謝祭

くんま水車の里
問NPO法人夢未来くんま 事務局（担当：石打）
☎053‐929‐0636

夢未来くんま

天竜区熊1976‐1

川根本町久野脇

はつうまさい

梅ヶ島梅まつり
地元の梅、しいたけ、山葵などを使った加工品の
販売や梅ヶ島と交流のある身延町の名産の湯葉
と梅ヶ島の駿河軍鶏を使った合戦鍋、梅持ちの
サービスや手作りおもちゃコーナー、梅干しの種
飛ばし大会など

地元で採れた野菜、花、果物とそれらを使った加
工品販売。生産者と会話を楽しめる。

静岡市葵区梅ヶ島大野木
※駐車場有（協力金500円）
問梅ヶ島地区センター  ☎054‐269‐2002

梅ヶ島婦人会梅園

3月22日（日）  
梅ヶ島

笑味の家 桜祭
餅つき、しる粉の無料配布。猪汁、焼き芋、地元茶・
山葵、地場野菜の販売

静岡市清水区西里  ※駐車場無料
問笑味の家  ☎054‐395‐2229

清水森林公園 笑味の家前

3月中旬  10:00～14:00
清水区西里
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無料

2018年度入賞作品
 「牛舎で働く」
（富士宮市朝霧高原）／井沢雄治

2018年度入賞作品 「冬の風景（干いも）」（湖西市白須賀）／吉田峯治

photocon.shizuoka@gmail.com

農村の魅力
フォトコンテスト

静岡県

作品募集中

公式facebookに写真を投稿、
またはinstagramにて、
「＃第5回静岡農村フォト」で応募

写真データをメールまたはCD-R等を郵送して応募
〒420-8601 静岡市葵区追手町9-6
静岡県庁西館9Ｆ
静岡県土地改良事業団体連合会内

一般部門 SNS部門

応募先

2020年
1/8水
応募締切

※投稿は写真のみ、動画は不可

新しい時代へ引き継ぎたい農山村の魅力
生き生きした農山村の風景・農山村に生きる喜び

https ://www.facebook.com/muradoki/
オフィシャルウェブサイト
http://www.fujinokuni-mura.net

Facebook

Facebook

ふじのくに美しく品格のある邑づくり
情報発信チーム『邑ドキッ！』美しく品格のある邑 検索

ふじのくに農業体験クラブ 検索

「ふじのくに美しく品格のある邑づくり」連合

InstagramFacebook

～“農を楽しむ”みなさまへ～

農業体験イベント・農業体験農園の情報を発信します
イベントの主催者さま・農園主さまの情報発信に協力します
農園の新規開設に関する相談を受け付けます

まずはクラブ会員登録

になるには

＜クラブ会員はこんな方＞
❶農業体験に関心のある方 ❷子どもに農業体験させてみたいご家族
❸農業体験イベントの主催者さま  ❹農業体験農園の園主さま

公式FacebookページをフォローするだけでOK!

ふじのくに農業体験クラブ

クラブ会員

公式ホームページ・Facebookページを開設しました

を活用してLet's農業体験！ 静岡県経済産業部農業局農業ビジネス課
 TEL：054-221-2617   FAX：054-221-3688
 E-mail：nougyoubiz@pref.shizuoka.lg.jp

《運営・お問合せ》

クラブ会員になって、農業体験情報に
かんたんアクセス！かんたん発信！

ご案
内

登録
無料

農業体験
イベント情報を
発信します!!

ふじのくに農業体験クラブ では…

❶
❷
❸

公式HP

今後のむらのおとの内容充実に向けてアンケートを実施します。ぜひ皆さんの声をお聞かせください！
令和2年1月17日（金）までにご回答いただいた方の中から抽選で10名の方に邑の特産品（2,000円相当）をプレゼントいたし
ます。アンケートの回答は、右のQRコードのフォームからお願いします。

を開設しました
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